


第 2 回 代数系 4つか

評価 援○新 演習
𥫣

期末たうか

豳
弱い力

邈 は 50分 で数強い力
4枚 鐖フランス語

お話

の鬱鬱劇䯂𠠇 :麤環準同型 群潮型 敵環
準同型

に潮型



環 と ideal
DI IER が ideal .

・

OREI.ltxeityEI
xtyEI.YLEITER.atEI
( a

,
. .

.

. an)
がGER

の 通に祇姚峙
が 0 空の 和 2つけ3科

など)



アリストテレス

可能無限 実無限

100

加郡1妼・ e
.

Y ideal Tdm檞形も034
degreeが最小 の元を とっ て

わり 算



!環颰た 坳纎町
1 1

R

yu
𨸟 = RE
鸊

に a (mod I) に) aa = 0 EI

A⇒ B
"がかかり

ならば
= 1 1 万 4

区に日 2 た2を

2位 [は抑 で 日1次

数学が進歩



R

You NI に 唯
を 環に する

環 = 5 つ 組 with 7 公理

やx.OA.HR/I
区 名田 70た (2)

= x

G) = G ) = y

tty = [0 )には内
でいた日/



昨日 がた)

は どは
idx]

で品 で州 fc) ら
= { 2 以上の多項式 }

呦エ = {@tbI1a.b E

物 : ataxia 、たい なが

ftp.g2.nhlxfbothxt
.

. .

I



邸に邸曉善
、

咷で可換環麤は・窳の 1a.ly#eotbHe7
胎 [なと も

・
どせた。

代数的

A は整域では私
が し



k. た後
、

0
いた)
tf

せ、ts.xs.GS)
構造主義

集合 +
妙微好

構造 数学酳
Def

摛
中国剰余定理



⑨との州の側の

Y) したに み て

いけ呦)
Eat毗はり
な物𦥯
Tlaeb)では硪 び吐
での 店 + CD



離・ 普遍性

部分ベクトル amhd な
翻化 緻塚

が「
R -) に}
u righnOrtho

は nyhm は chekできる

1環の集まりは銭



環同型
、 righm歩2 大
→ d が rienが

G)な

st.gof_idp.rhnomfgtiddR.ES
同型(自然な "同型)

に 衟 (に



f fl

R Si← e
S
g

が
12為T が nigra

(唎哲) = HR
t n . .

鈳××× 2 12 に 同値臃



集合 の 濃度
5
-

R igyh

*gnaf第○鸝
固めた な

もない

t 。 g = 1 ,
if は ほぼ

④ 8 を (鋤しかない)
のを fの 逆写像とする還だけ嚠的なが環準 同型 であることが山比できる。



R
がTn
← 7a.bg

、逆 写像 墹鋿
Hath) =姒物 a.be

the) 箝))は姍)
11

firinghomllglfA.BYAB
'

ll

AB



ばWi. 線形写像が 線形
同型

間 で、 wが、線型
st.g.fi idu
f : idw幽 f が bij

嚮



X. 4 : 位相 sp

X払い連続が 同相

鼠 様 と北 st -

⇒ f は 1な
道 はエ
fが

同型に 行って かえってくる
9が ある



普遍進 悧

v. が 準R -) {o }
す

れた爾
( 1

万
→ が 出るもの は 人間 には 難く

みえる



T𤇾な

⑦ 5(1) = 1R nighom のef

な)派が姚妙
拓) =比)で tfk)
で 約

f(かな) - H-2) げに)
光) = Op し 、

扣) = 一世)
i.fm) = 一圳
という よう に fはある としたら D



普遍性と同型
唯収 → 溜 に 0

も、 が 颼は
もしも が佃町

、

燻環



が X

*颰・・钁
が1戀 吠つ𩻛
-

12は 0だった から 、に行 とする

齅:點
だが

、
のです。1でない断が



t Hringhm
-

R-> X

orig
~

同様に
み y

燥櫻 R

可換環で
⇒ に日
演習



𪆐
が写像
txt 側 ・

畛「幽 4

CH 1点集合※の補間 107烑
ヨ姫像 次回

4 -戎 讔の

set
飜を

師 の AXB 2が濰 )
→が出る 方 は 人間 には難しく

かんじる



褥整数論lm
、 線形代数

木 オンデマンド


